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Development of an ePortfolio system utilizing OSP
An Implementation of a tool to notify the updates in OSP Matrices
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   ＜あらまし＞  熊本大学大学院の教授システム学専攻において，Sakai CLE による 学習ポートフォリオシ

ステムを構築し，現在運用中である。本研究では，現在のシステムを踏まえ， Sakai の e ポートフォリオツール 

OSP (Open Source Portfolio) を活用し，本専攻のコンピテンシーと学修成果物との関連付けを行い再設計

を行った。また，学習ポートフォリオに，必要と考えられる機能を OSP の機能として拡張すると共に，連携もする

ツールを開発した。
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孤独な学習に陥りがちな e ラーニングで学ぶには，

学習進捗や到達目標への達成度の提示，教師と生

徒間や生徒同士のコミュニケーション支援が重要で

あり，熊本大学大学院教授システム学専攻ではそれ

らを実現するために，「専攻ポータル」を実装し
[1] ， Sakai  CLE  (Collaboration  and  Learning 

Environment) による「学習ポートフォリオ」を構築・

運営してきた。現在，本システムの高度化および次期

学習ポートフォリオシステムの構築を目的に，Sakai 

CLE が備える e ポートフォリオツール群である 

OSP (Open Source Portfolio) の Matrices ツー

ルを用い学習ポートフォリオの再設計を現在試みて

いる[2]。それに際し，教授システム学専攻コンピテン

シー (GSIS コンピテンシー) を元にマトリクスを設計

し，学習ポートフォリオとして必要だと思われる機能

を拡張し，独自ツールの開発を行った。
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本専攻は，フルオンラインで授業を行っており，対

面授業と同等の効果が求められることから，学習に

おける質の保証として，修了生が身につけるべき職務

遂行能力 (GSIS コンピテンシー) を明確にし，公開

している[3]。カリキュラム上の科目設計のみならず，各

科目の課題にまで，コンピテンシーと直結するように

科目が設計されているため[4]，コンピテンシーリストと

それを充足する課題については，表の行と列で表現

することができる。この構造は，ちょうど Matrices ツ

ールで表現することができ，学習の過程で充足する

コンピテンシーを表現できる。
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マトリクスを用いた学習ポートフォリオでは，収集

するアイテムに対するリフレクションと周囲からのフィ

ードバック，また評価者からの総合的な評価を得られ

るようにすることで自分の学びがどれだけ達成でき

たかを確認できることが重要だと考える。よって，ユー

ザ同士によるマトリクスの閲覧やフィードバックの追

加のためには，これらアイテム，リフレクション，フィード

バックが新しく登録されたという情報を適宜利用者

に提供することが必要である。

Matrices ツールでは，マトリクスに表示されるアイ

コンによって，一目でどのセルに何の種類のファイル

が登録されているかが判断できる。

しかし，そのアイテムがいつ登録されたものかは一
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目では判断できない。アイテムのファイル名，ファイル

サイズ，登録日などは，アイコンにマウスオーバーする

ことで，ポップアップ表示できるが，新規のアイテムを

見つけるのに，ひとつひとつのアイコンにマウスカーソ

ルを合わせ，確認するのは現実的ではない。

また，各セルに登録されたフィードバックやリフレク

ションなどは，マトリクスを表示しただけでは，コメント

があるのかどうかさえ判断することができない。コメ

ントを確認するには，各セルを毎回クリックし表示する

必要がある。
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これら問題点を改善するひとつ方法として，アイテ

ムの登録やリフレクションやフィードバックのコメント

が追加された際に，新着情報としてユーザに提示で

きないか調査した。Sakai の DB にこれら活動のイ

ベントログが存在すれば，情報の提示部分の実装は

容易である。イベントログは，SAKAI_EVENT という

テーブルに記録されているが，記録されるデータを確

認したところリフレクションやフィードバックの追加・

修 正 に つ い て は   E V E N T  フィ ー ル ド に 
「org.theospi.review.add」というイベント名で登録

される事が分かった。しかし，この情報だけでは，フィ

ードバックとリフレクションの区別ができず，さらにア

イテムの追加がイベントログとして登録されていない

ため，この方法では意図する情報の提示が不可能だ

ということが判明した。そこで，OSP のいくつかのソ

ースにイベントの追加のコードを付与し，適宜新たに

イベントログを記録するようにした。これら拡張を行っ

た上で，マトリクスの更新情報を表示する新着情報ツ

ールを開発した(図 1，図 2)。開発には，Eclipse IDE 

for Java EE Developers  と Sakai AppBuilder 

プラグインを利用した。
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 本研究では，運用中の「学習ポートフォリオ」を高度

化することを目的に OSP Matrices と本専攻コンピ

テンシーリストを用い再設計を試みた。Matrices は，

教育学的な設計がされており，システム的に自己評

価や相互評価，他者評価が可能だが，本報告ではア

イテムの登録やリフレクション，フィードバックの追加・

修正などが提示できない点を指摘した。この点にお

いては，ユーザ同士によるマトリクスの閲覧やフィード

バックの追加のためには重要な機能と考え，OSP の

拡張と新着情報ツールの開発を行った。今後は，これ

ら再設計した学習ポートフォリオの形成的評価を行

い，改良を重ねていく予定である。システムの評価結

果やリリース機会などを勘案しながら，運用を検討す

る。
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図 2:新着情報ツール

図 1:OSP と新着情報ツール
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